
東日本大震災からの
復旧・復興に向けて

　

平
成
23
年
度
の
森
林
・
林
業
白
書
が
、
去
る
4
月
27
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
、
国
会
に
提
出
の
上
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
白
書
の
特
集「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
」で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の

被
害
状
況
を
紹
介
し
た
上
で
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
取
組
や
原
子
力
災
害
対
策
等
に
つ
い
て
詳
細
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」の
実
現
に
向
け
た
取
組
、
台

風
・
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
の
多
発
な
ど
、
こ
の
一
年
間
の
特
徴
的

な
動
き
が
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
特
集
で
は
、
平
成
23
年
度
森
林
・
林
業
白
書
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
特
集
し
た
第
１
章（
特
集
章
）の

内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
23
年
度

を「
森
林
・
林
業
再
生
元
年
」と
し
て
、

森
林
・
林
業
政
策
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
同
年
4
月
に
、

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」を
法
制

面
で
具
体
化
す
る
た
め
、「
森
林
法
」

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正

で
は
森
林
所
有
者
が
不
明
な
場
合
に

お
け
る
森
林
施
業
の
確
保
や
、
無
届

の
伐
採
に
対
す
る
行
政
命
令
の
発
出
、

面
的
な
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
森
林
経

営
計
画
等
の
導
入
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
森
林
管
理
・
環
境
保
全
直

接
支
払
制
度
」を
導
入
し
、
間
伐
等
の

ト
ピ
ッ
ク
ス

1

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」の

実
現
に
向
け
て
取
組
を
開
始

海岸防災林の被災状況(岩手県野
の だ む ら

田村）

森
林
施
業
と
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
た
森

林
作
業
道
の
開
設
支
援
の
取
組
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
７
月
に
は「
森
林
・
林

業
基
本
計
画
」と「
全
国
森
林
計
画
」を

変
更
し
ま
し
た
。「
森
林
・
林
業
基
本

計
画
」で
は
、
適
切
な
森
林
施
業
の
確

保
、
施
業
集
約
化
の
推
進
、
路
網
整

備
の
加
速
化
、
人
材
の
育
成
等
、「
森

林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
示
す
と
と
も
に
、
地
球

温
暖
化
対
策
や
生
物
多
様
性
保
全
へ

の
対
応
、
山
村
振
興
等
と
併
せ
て
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
必
要

な
取
組
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
森

林
づ
く
り
を
計
画
・
指
導
で
き
る
技

術
者
を
育
成
す
る
た
め
、「
准
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
研
修
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

特

に
合
板
工
場
や
海
岸
防
災
林
に
は
、

津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
7
月
の「
新
潟
・
福
島
豪

雨
」、
台
風
第
6
号
、
9
月
の
台
風
第

12
号
、
第
15
号
等
に
よ
り
、
日
本
各

地
の
広
い
範
囲
で
、
記
録
的
な
大
雨
・

暴
風
に
よ
る
山
腹
崩
壊
等
の
山
地
災

害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
被
災
箇
所
の
早
期

復
旧
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域

の
基
幹
産
業
と
し
て
森
林
・
林
業
の

再
生
を
進
め
、
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
へ
の
貢
献
を
図
り
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

2

東
日
本
大
震
災
や
台
風
・
集
中

豪
雨
等
に
よ
り
災
害
が
多
発

「森林・林業再生プラン」の推進
●「森林・林業再生プラン」の実現に向けた目標や施策を明確化。 
●森林計画制度の見直し、適切な森林施業の確保、路網整備の

加速化、林業事業体・人材の育成、国産材の需要拡大と効率的
な加工・流通体制の確立。 

●森林の多面的機能の持続的発揮、雇用の創出による山村地域
の振興、環境負荷の少ない社会の構築。

地球温暖化対策、生物多様性保全への対応
●京都議定書の目標の達成はもとより、低炭素社会の構築に向

け、森林吸収量の確保、排出削減を推進。
●森林における生物多様性の保全の方針などを明確化。

国内外の木材需給を踏まえた対応
●住宅など建築用材の需要拡大に加え、公共建築物等の木造

化、木質バイオマスの利用拡大等を推進。
●木材製品の輸出拡大に向けた取組を推進。
我が国経済の回復に向けた模索と山村の振興
●山村地域の主要産業である林業の再生を通じ、山村地域の雇

用の創出、我が国経済の回復に貢献。
東日本大震災からの復興に向けた取組
●森林・林業の再生を図り、森林資源を活かした環境負荷の少な

いまちづくりに貢献。

新たな「森林・林業基本計画」の概要
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は
海
の
恋
人
」を
テ
ー
マ
に
植
樹
活
動

を
行
っ
て
き
た
畠
は
た
け
や
ま
し
げ
あ
つ

山
重
篤
氏
が
、
森

林
に
関
す
る
功
労
者
を
顕
彰
す
る 

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
」に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
国
際
森
林
年
の
取
組
を
継

続
す
る
た
め
、 

メ
ッ
セ
ー
ジ 

「
森
の
チ

カ
ラ
で
、
日
本
を
元
気
に
。」 

を
発
出

し
ま
し
た
。

広
い
範
囲
で
強
い
揺
れ
が
観
測
さ
れ

る
と
と
も
に
、
東
北
地
方
太
平
洋
沿

岸
地
域
で
大
規
模
な
津
波
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
同
時
に
原
子
力
発
電

所
の
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
人
的
被
害

は
死
者
約
1
.
6
万
人
、
行
方
不
明
者

約
3
千
人
の
合
計
約
1
.
9
万
人
に
の

ぼ
り
ま
す
。
建
物
の
全
半
壊
は
37
万
戸

special
edition 特集

平成23年度
森林・林業白書

平成23年度 森林・林業白書special
edition 特集

台風第12号に伴う豪雨による被害(奈良県五
ご じ ょ う し

條市)。大規模な山腹崩壊により河道閉塞が発生。

小笠原諸島の森林

　

平
成
23
年
は
、
国
連
総
会
の
決
議

に
基
づ
く「
国
際
森
林
年
」で
し
た
。

期
間
中
は「
森
を
歩
く
」を 

国
内
テ
ー

マ
と
し
て
、
記
念
会
議
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
を

通
じ
た
広
報

活
動 

な
ど
、

様
々
な
活
動

を
展
開
し
ま

し
た
。
国
連

本
部
で
の
ク

ロ
ー
ジ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、「
森

ト
ピ
ッ
ク
ス

3

「
2
0
1
1
国
際
森
林
年
」の

盛
り
上
が
り

　

平
成
23
年
6
月
に
、
ユ
ネ
ス
コ
本

部
で
開
催
さ
れ
た「
第
35
回
世
界
遺
産

委
員
会
」に
お
い
て
、 「
小
笠
原
諸
島
」

の
世
界
遺
産
一
覧
表
へ
の
記
載
が
決

定
し
ま
し
た
。「
屋や
く
し
ま

久
島
」、「
白し
ら
か
み神

山

地
」、「
知し
れ
と
こ床
」に
続
き
、 

我
が
国
で
4

件
目
の
世
界
自
然
遺
産
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
世
界
自
然

遺
産
地
域
の
陸
域
の
約
８
割
は
国
有

林
で
す
。
林
野
庁
で
は
、
こ
れ
ま
で
、 

希
少
な
野
生
動
植
物
の
保
護
、
外
来

種
の
駆
除
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域

の
利
用
ル
ー
ル
導
入
等
の
保
全
対
策

ト
ピ
ッ
ク
ス

4

小お
が
さ
わ
ら
し
ょ
と
う

笠
原
諸
島
が

世
界
自
然
遺
産
に
決
定

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
外

来
種
の
侵
入
予
防
な
ど
、
自
然
環
境

の
保
全
対
策
を
更
に
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

第
Ⅰ
章　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

　

平
成
23
年
3
月
11
日
に
、
三
陸
沖

を
震
源
と
す
る
国
内
観
測
史
上
最
大

規
模
の
地
震
が
発
生
し
、
広
い
範
囲

で
強
い
揺
れ
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
高

い
津
波
が
観
測
さ
れ
、
特
に
東
北
地

方
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
で
大
規
模
な

津
波
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

「
東
日
本
大
震
災
」は
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
に
も
、
東
北
地
方
を
中
心

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

①
東
日
本
大
震
災
の
発
生

　

平
成
23
年
3
月
11
日
午
後
2
時
46

分
に
、
国
内
観
測
史
上
最
大
規
模
の

「
平
成
23
年（
2
0
1
1
年
）東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
」が
発
生
し
ま
し
た
。

1
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
と
初
期
対
応

を
超
え
、
こ
の
う
ち
、
全
壊
は
約
13
万

戸
に
及
び
、
多
数
の
被
災
者
が
長
期
の

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

②
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
被
害

　

東
日
本
大
震
災
は
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
に
も
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
青
森
県
か
ら
高
知

県
ま
で
の
15
県
で
、
山
腹
崩
壊
や
地

「葉っぱのフレディ」。「国際森林年子ども大使」21名が主
演を務めるミュージカル。

フォレストヒーローズの受賞報告。フォレスト
ヒーローズに選出された畠山重篤氏(左から2人
目)が、鹿野農林水産大臣(右から2人目)に受賞
を報告。

林野 2012.55



す
べ
り
等
の
林
地
荒
廃（
4
5
8
か

所
）、
防
潮
堤
や
海
岸
防
災
林
等
の
治

山
施
設
の
被
害（
2
7
5
か
所
）、
法

面
・
路
肩
の
崩
壊
等
の
林
道
施
設
の

被
害（
2
6
3
2
か
所
）、
林
野
火
災
等

の
森
林
被
害（
1
0
6
5
h
a
）等
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
平
洋
側
の
沿
岸
部
で
は
、

津
波
に
よ
り
、
海
岸
防
災
林（
2
5
3

か
所
）に
被
害
が
発
生
し
、
多
く
の
立

木
の
倒
伏
や
流
失
等
が
発
生
し
ま
し

た
。
津
波
の
被
害
を
免
れ
た
内
陸
部

で
も
、
地
震
に
よ
っ
て
山
腹
崩
壊
や

地
す
べ
り
が
多
く
発
生
し
、
3
月
11

日
以
降
も
地
震
や
余
震
が
発
生
し
て
、

災
害
の
規
模
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

木
材
産
業
で
は
、
木
材
加
工
・
流

通
施
設（
1
1
5
か
所
）や
特
用
林
産

施
設
等（
4
7
6
か
所
）で
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受

け
て
、
政
府
や
地
方
公
共
団
体
は
、

震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
方
針
を

策
定
し
ま
し
た
。
復
興
方
針
の
中
で

は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関

連
す
る
取
組
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
政
府
の
復
興
方
針

　

平
成
23
年
6
月
に
、
東
日
本
大
震

災
復
興
構
想
会
議
が「
復
興
へ
の
提
言

〜
悲
惨
の
な
か
の
希
望
」を
取
り
ま
と

め
、
復
興
に
当
た
っ
て
は
、
災
害
時

の
被
害
を
最
小
化
す
る「
減
災
」の
考

え
方
が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
政
府
は
、

同
7
月
に「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
の
基
本
方
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。

同
方
針
で
は
、
復
興
期
間
を
10
年
間
、

当
初
の
5
年
間
を
集
中
復
興
期
間
と

し
て
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
、

地
域
に
お
け
る
暮
ら
し
の
再
生
、
地

2
復
興
方
針
に
お
け
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
位
置
付
け

③
震
災
直
後
の
対
応

　

林
野
庁
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
、

被
災
状
況
の
把
握
、
緊
急
支
援
物
資

の
提
供
、
災
害
復
旧
用
木
材
の
安
定

供
給
、
国
有
林
野
の
活
用
等
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
震
災
発
生
の
翌
日
か

ら
、
東
北
森
林
管
理
局
等
が
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
現
地
調
査
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
現
地
に
担
当
官
を
派

遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
発
生
当

日
に
、
関
係
団
体
に
対
し
て
、
木
炭
・

煉
炭
等
の
供
給
体
制
整
備
を
要
請
し
、

各
地
の
避
難
所
に
木
炭
・
木
炭
用
コ

ン
ロ
等
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

東
北
及
び
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、

食
料
搬
送
用
の
車
両
・
人
員
を
確
保

し
て
、
避
難
所
へ
の
応
急
用
食
料
の

輸
送
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
保

有
す
る
支
援
物
資
を
取
り
ま
と
め
て
、

各
地
の
避
難
所
に
提
供
し
ま
し
た
。

　

3
月
15
日
に
は「
災
害

復
旧
木
材
確
保
対
策
連
絡

会
議
」を
開
催
し
、
関
係

団
体
に
復
興
用
資
材
の
適

切
な
供
給
確
保
、
全
国
的

な
木
材
需
給
の
安
定
、
計

画
停
電
へ
の
協
力
等
に
つ

い
て
要
請
を
行
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
県
等
に

対
し
て
、
海
岸
林
等
の
国

有
林
野
約
4
2
6
h
a
を

が
れ
き
の
一
時
置
場
と
し

て
無
償
で
貸
し
付
け
た
ほ

か
、
各
森
林
管
理
署
か
ら

応
急
仮
設
住
宅
用
杭
丸
太

約
53
万
本
の
原
木
を
供
給

す
る
と
と
も
に
、
不
通
と
な
っ
た
県
道

の
迂
回
路
と
し
て
、
国
有
林
の
林
道

を
提
供
す
る
な
ど
、
震
災
復
旧
に
向

け
た
様
々
な
取
組
を
行
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
林
野
庁
で
は
、
震
災

直
後
に
設
置
さ
れ
た
岩
手
県
、
宮
城

県
及
び
福
島
県
の
3
県
の
政
府
現
地

連
絡
対
策
室
に
、
職
員
延
べ
4
7
0

人
を
派
遣
し
て
、
被
災
地
か
ら
の
支

援
要
請
に
つ
い
て
連
絡
調
整
等
を
行

い
ま
し
た
。

×
県道41号線

国
道
45

線
号

不通箇所 ×
十ニ神林道

駅
石
軽
津

宮古市
宮
　古
　湾

山田町

国有林野による
支援活動（例）事例

国有林から応急仮設住宅用抗丸太約53万本（約９千
戸分）を供給

迂回路の提供（東北森林管理局三陸北部森林管理署）

域
経
済
活
動
の
再
生
、
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
た
国
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
原

子
力
災
害
か
ら
の

復
興
に
向
け
て
、

速
や
か
な
検
討
と

迅
速
な
対
応
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業

に
つ
い
て
は
、
林

業
・
木
材
産
業
の

地
域
の
基
幹
産
業

と
し
て
の
再
生
、

住
宅
や
公
共
建
築

物
へ
の
地
域
材
利

用
の
推
進
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
中

心
と
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
体
制
の

「東日本大震災からの復興の基本方針」における
「林業」に関する記述
5復興施策-⑶地域経済活動の再生-④林業

（ⅰ）林業・木材産業の復興に当たっては、自立した地域の基
幹産業として再生する。森林施業の集約化や路網整備を進
め持続可能な森林経営の確立を図るとともに、被災した製
材・合板製造工場等の再生をはじめ、効率的な木材の加工
流通体制の構築を進め、住宅や公共建築物への地域材利用
を積極的に推進する。

（ⅱ）木質系震災廃棄物を活用した先導的なモデルとして、復
興住宅や公共建築物、漁協等の共同利用施設、園芸施設等
への熱電併給を推進するとともに、将来的には、未利用間伐
材等の木質資源によるエネルギー供給に移行することで、環
境負荷の少ない木質バイオマスを中心とした持続可能な林業
経営・エネルギー供給体制を構築する。

林地荒廃
治山施設
林道施設等
森林被害
木材加工・流通施設
特用林産施設等

合　　計

被害の内容 被害箇所数
458か所
275か所

2,632か所
1.065ha
115か所
476か所

（1,065ha）
3,956か所

注： 着色部は震災による林野関係の被害が確認された県（15県）。
■は特に被害が甚大であった３県。

東日本大震災による林野関係の被害状況

構
築
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。
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②
地
方
公
共
団
体
の
復
興
方
針

　

青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び

福
島
県
で
は
、
平
成
23
年
4
月
以
降
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
方
針
を

策
定
し
ま
し
た
。
各
県
の
復
興
方
針

　

政
府
の「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
の
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
る
な
か
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
で
も
復
興
に
向
け
た
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
復
旧

（
ア
）森
林
の
復
旧

〈
震
災
に
よ
る
影
響
〉

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
青
森

県
か
ら
高
知
県
ま
で
の
15
県
に
お
い

て
、
約
4
千
か
所
の
林
野
関
係
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
青
森
県

か
ら
千
葉
県
に
か
け
て
の
太
平
洋
側

沿
岸
部
で
は
、
約
2
5
0
か
所
で
海

岸
防
災
林
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

〈
復
旧
に
向
け
た
動
き
〉

　

林
野
庁
で
は
、
平
成
23
年
度
補
正

予
算
に
よ
り
、
被
災
し
た
治
山
施
設
・

林
道
施
設
・
保
安
林
等
を
復
旧
整
備

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
東
日
本
大
震

災
に
係
る
海
岸
防
災
林
の
再
生
に
関

す
る
検
討
会
」を
開
催
し
て
、
海
岸
防

災
林
の
効
果
の
検
証
や
復
旧
方
法
の

検
討
等
を
行
い
ま
し
た
。

（
イ
）林
業
の
復
旧

〈
震
災
に
よ
る
影
響
〉

　

合
板
工
場
・
製
紙
工
場
の
被
災
に

よ
り
、
工
場
に
供
給
さ
れ
て
い
た
合

板
用
材
や
木
材
チ
ッ
プ
の
流
通
が
停

滞
し
ま
し
た
。
一
部
の

森
林
組
合
で
は
、
津
波

に
よ
り
、
職
員
の
尊
い

生
命
が
失
わ
れ
る
と
と

も
に
、
施
業
集
約
化
に

必
要
な
デ
ー
タ
等
が
流

失
し
ま
し
た
。

〈
復
旧
に
向
け
た
動
き
〉

　

林
野
庁
で
は
、
平
成

23
年
度
補
正
予
算
に
よ

り
、
流
通
コ
ス
ト
を
助

成
し
て
、
被
災
工
場
に

出
荷
し
て
い
た
原
木
等

の
非
被
災
工
場
等
へ
の

流
通
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
林

業
者
等
の
資
金
借
入

に
、
利
子
や
保
証
料
を

助
成
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
被
災
者
を
雇
用

し
た
林
業
事
業
体
に
対

製
材
工
場
71
か
所
等
、
木
材
加
工
・

流
通
施
設
1
1
5
か
所
が
被
災
し
ま

し
た
。
被
災
し
た
合
板
工
場
は
国
内

の
合
板
生
産
量
の
約
3
割
を
占
め
て

い
た
た
め
、
合
板
の
安
定
供
給
に
対

す
る
不
安
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

〈
復
旧
に
向
け
た
動
き
〉

　

林
野
庁
で
は
、「
災
害
復
旧
木
材
確

保
対
策
連
絡
会
議
」や「
合
板
需
給
情

報
交
換
会
」の
開
催
等
に
よ
り
、
木
材

需
給
の
安
定
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

合
板
業
界
で
は
、
非
被
災
工
場
に

お
け
る
増
産
体
制
を
整
備
す
る

な
ど
、
業
界
を
あ
げ
て
安
定
供

給
に
努
め
、
合
板
の
生
産
量
を

維
持
し
ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
平
成
23
年
度

補
正
予
算
に
よ
り
工
場
の
復
旧

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結

果
、
被
災
し
た
木
材
加
工
・
流

通
施
設
で
は
、
復
旧
・
整
備
が

進
め
ら
れ
、
同
7
月
以
降
、
被

災
施
設
で
の
生
産
が
順
次
再
開

し
ま
し
た
。

都道府県
林地荒廃 治山施設 林道施設等 森林被害 木材加工・

流通施設
特用林産
施設等 合 計

箇所数 箇所数 箇所数 面積（ha） 箇所数 箇所数 箇所数 被害額
（億円）

青 森 1 12 0 0 3 0 16 28 
岩 手 37 84 483 707 31 195 830 299 
宮 城 113 97 580 220 42 54 886 1,165 
秋 田 4 0 0 0 0 9 13 8 
山 形 3 1 0 0 0 0 4 1 
福 島 143 27 997 138 31 39 1,237 495 
茨 城 50 17 202 0 5 22 296 49 
栃 木 65 2 100 0 1 86 254 31 
群 馬 7 1 3 0 0 4 15 2 
千 葉 5 32 1 0 0 6 44 7 
新 潟 20 1 122 0 0 41 184 28 
山 梨 2 0 0 0 0 0 2 1 
長 野 7 1 138 0 1 20 167 41 
静 岡 1 0 6 0 0 0 7 0 
高 知 0 0 0 0 1 0 1 0 

合 計 458 275 2,632 1,065 115 476 3,956 2,155 

林野関係の都道府県別被害状況

資料:林野庁調べ（平成24（2012）年3月5日現在）

②
復
興
へ
向
け
た

　

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
貢
献

（
ア
）「
減
災
」の
考
え
方
に
基
づ
く
海
岸

防
災
林
の
復
旧
・
再
生

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
青
森
県

か
ら
千
葉
県
に
か
け
て
の
太
平
洋
岸

に
あ
る
海
岸
防
災
林
2
5
3
か
所

（
1
7
1
8
h
a
）が
被
災
し
ま
し
た
。

林
野
庁
で
は「
東
日
本
大
震
災
に
係
る

海
岸
防
災
林
の
再
生
に
関
す
る
検
討

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
状
況
に
応

じ
て
、
被
災
し
た
木
材
産
業
の
早
期

再
建
、
海
岸
防
災
林
の
復
旧
、
活
力

あ
る
林
業
の
再
生
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
促
進
等
、
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
に
関
す
る
取
組
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
市
町
村
の
一
部

で
も
、
復
興
方
針
を
策
定
し
、
海
岸

防
災
林
の
整
備
な
ど
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
に
関
連
す
る
取
組
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

①原形復旧 ②施設の改良

③林帯幅の確保 ④海岸防災林全体の機能向上（人工盛土の造成）

※林帯のみの復旧あり

林帯幅の確保

※必要に応じ森林造成のための盛土

※必要に応じ森林造成のための盛土

※必要に応じ森林造成のための盛土

森林の造成（林帯幅の確保）

無害化された再生資材など資材の有効利用

資料:第2回東日本大震災に係る海岸防災林の再生に関する検討会-資料4: 2.を改編。

海岸防災林の再生の方向性

3
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
取
組

し
て
研
修
経
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

（
ウ
）木
材
産
業
の
復
旧

〈
震
災
に
よ
る
影
響
〉

　

震
災
に
よ
り
、
合
板
工
場
6
か
所
、

復旧後

被災直後

合板工場の被害と
復旧状況

（宮城県石
いしのまきし

巻市） 

林野 2012.57



会
」を
開
催
し
、
海
岸
防
災
林
の
復
旧

方
法
等
を
検
討
し
ま
し
た
。
平
成
24

年
2
月
に
報
告
書「
今
後
に
お
け
る
海

岸
防
災
林
の
再
生
に
つ
い
て
」を
取
り

ま
と
め
、
海
岸
防
災
林
の
再
生
の
方

向
性
と
し
て
、
4
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
提

示
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
地
域
の
復
興
計
画
等
と
の
整

合
、
津
波
被
害
軽
減
効
果
を
発
揮
で

き
る
林
帯
の
配
置
な
ど
に
留
意
し
な

が
ら
、
海
岸
防
災
林
の
復
旧
・
再
生

を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
イ
）新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

木
材
の
活
用

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
の

住
ま
い
の
確
保
の
た
め
、
応
急
仮
設

住
宅
約
5
.
3
万
戸
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
が

地
元
業
者
等
を
対
象
に
建
設
事
業
者

を
公
募
し
た
結
果
、
応
急
仮
設
住
宅

の
約
4
分
の
1
が
木
造
建
築
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
12
月
に
は
、
被

災
者
の
落
ち
着
き
先
と
な
る「
復
興
住

宅
」を
木
造
で
整
備
す
る
た
め
、「
地

域
型
復
興
住
宅
三
県（
岩
手
・
宮
城
・

福
島
）官
民
連
携
連
絡
会
議
」が
木
造

復
興
住
宅
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
木
材
の
活
用
を
進
め
る
た
め
、

復
興
住
宅
の
需
要
に
対
応
で
き
る
木

材
供
給
体
制
の
整
備
、
地
域
材
を
活

用
し
た
応
急
仮
設
住
宅
の
開
発
、
即

応
体
制
の
整
備
、
木
造
住
宅
の
耐
震

性
に
関
す
る
普
及
啓
発
、
公
共
建
築

物
の
木
造
化
、
内
装
木
質
化
の
更
な

る
推
進
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

（
ウ
）エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
に
向
け

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

　

震
災
発
生
後
、
定
期
検
査
に
入
っ

た
各
地
の
原
子
力
発
電
所
が
再
起
動

し
な
か
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
電
力

供
給
力
が
低
下
し
ま
し
た
。
政
府
に

よ
る
復
興
の
基
本
方
針
で
は
、
震
災

か
ら
の
復
興
に
当
た
っ
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を
図
る
こ

と
と
さ
れ
、
平
成
23
年
8
月
に
は
、

「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」が
成
立
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
の

3
県
で
は
合
計
約
2
2
5
0
万
ト

ン
の
災
害
廃
棄
物
が
発
生
し
て
お

り
、
木
質
系
災
害
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
、
木
質
ボ
ー
ド
や
ボ
イ
ラ
ー

燃
料
、
発
電
等
に
利
用
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
て
、
既
に
一
部
の
木
材
加
工
工

場
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
等
で
は
、

木
質
系
災
害
廃
棄
物
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給

に
向
け
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活

用
を
進
め
る
た
め
、
木
質
系
災
害

廃
棄
物
の
利
用
に
向
け
た
情
報
把

握
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
熱
電

併
給
等
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
位
置
付
け
、
が
れ
き
処
理
終
了

後
に
向
け
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

安
定
供
給
体
制
の
整
備
な
ど
の
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
り
、
周
辺
の
森
林
か

ら
平
時
を
超
え
る
放
射
線
量
が
検
出

さ
れ
、
林
業
・
木
材
産
業
に
も
影
響

が
及
ん
で
い
ま
す
。

4
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興

　山形県最
も が み ま ち

上町では、保健医療福祉総合施
設「もがみウェルネスプラザ」において、間伐
材等を熱利用。
　平成18年度から19年度にかけて、同施設
の重油ボイラーを木質チップボイラーに交換
して、施設内の福祉センター、病院、健康セ
ンター、老人保健施設、園芸ハウスに、暖
房・冷房・温水を供給。平成21年度には重
油使用量が平成11～17年度の平均の半分と
なり、年間約1,800万円の経費を削減。

木質バイオマスによる地域熱供給

事例

　岩手県住田町は、東日本大震災の発
生から3日後に、町の独自施策として、
木造の仮設住宅を建設することを決定。
同町では、町内産のスギ・カラマツを原
料として、製材所や集成材工場、プレ
カット工場、大工・工務店等との連携に
より、平成23年5月までに110戸の木造
仮設住宅を建設。
　地元木材の使用により、調達時間の圧
縮、コストの低減を図るとともに、地元
の工務店や大工に発注することにより、
雇用の確保にも貢献。

岩手県住
すみたちょう

田町による
木造仮設住宅の建設

事例

①
原
子
力
災
害
の
発
生

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
で
は
、
地
震
に
よ
っ
て
原
子
炉
が
自

動
停
止
し
た
後
、
津
波
に
よ
り
全
て

の
電
源
を
失
っ
て
、
炉
心
冷
却
機
能

を
喪
失
し
、
一
部
で
炉
心
が
溶
融
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
水
素
爆
発
等
に
よ

り
、
周
辺
に
大
量
の
放
射
性
物
質
を

放
散
し
ま
し
た
。

　

事
故
発
生
以
降
、
政
府
と
東
京
電

力
株
式
会
社
で
は
、
原
子
炉
等
の
冷

却
、
放
射
性
物
質
の
抑
制
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
・
除
染
に
取
り
組
み
、
平
成

23
年
12
月
に
、
原
子
炉
の「
冷
温
停
止

状
態
」を
達
成
し
ま
し
た
。

②
原
子
力
災
害
の
影
響

　

政
府
は
、
震
災
当
日
に「
原
子
力
緊

急
事
態
宣
言
」を
発
令
し
て
、
周
辺
住

民
に
避
難
を
指
示
し
ま
し
た
。
平
成

23
年
4
月
に
は
、
原
子
力
発
電
所
周

辺
に「
警
戒
区
域
」、「
計
画
的
避
難
区

域
」等
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

同
4
月
に
、
福
島
県
の
一
部
地
域

で
、
露
地
栽
培
の
原
木
し
い
た
け
か

ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
る
放
射
性
物

質
が
検
出
さ
れ
、
出
荷
を
制
限
し
ま

し
た
。
以
後
、
施
設
栽
培
の
原
木
し

い
た
け
、
露
地
栽
培
の
原
木
な
め
こ
・

原
木
く
り
た
け
、
野
生
き
の
こ
類
全

体
、
た
け
の
こ
、
く
さ
そ
て
つ
、
イ
ノ

シ
シ
肉
、
ク
マ
肉
等
に
つ
い
て
、
暫
定

規
制
値
を
超
え
た
地
域
で
出
荷
等
を

制
限
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
は
、
肥
料
等
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
暫
定
許
容
値
を
設
定

し
ま
し
た
。
福
島
県
と
周
辺
県
の
製

材
工
場
等
で
は
、
敷
料
・
堆
肥
用
樹

皮
の
出
荷
が
減
少
し
、
樹
皮
は
製
材

工
場
等
で
保
管
せ
ざ
る
を
得
ず
、
処

理
や
利
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

8No.62
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林
野
庁
で
は
、
き
の
こ
原
木
及
び

菌
床
用
培
地
、
調
理
加
熱
用
の
薪
と

木
炭
に
つ
い
て
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
の
指
標
値
を
設
定
し
ま
し
た
。
福

島
県
で
は
、
き
の
こ
類
や
し
い
た
け

原
木
の
生
産
が
大
幅
に
減
少
し
、
特

に
、
他
県
か
ら
調
達
さ
れ
る
し
い
た

け
原
木
の
半
分
以
上
が
福
島
県
産
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
し
い
た
け
原
木
の

安
定
供
給
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

警
戒
区
域
等
に
指
定
さ
れ
た
市

町
村
に
お
け
る
森
林
面
積
の
割
合
は

62
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
区
域

で
は
、
立
入
禁
止
に
よ
り
施
業
の
実

施
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

素
材
生
産
や
製
材
加
工
で
も
、
立
木

伐
採
の
中
止
や
製
品
の
一
方
的
な
取
引

中
止
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

③
原
子
力
災
害
へ
の
対
策

　

農
林
水
産
省
は
、
福
島
県
内
の
森

林
全
域
を
対
象
と
し
て
、
空
間

線
量
率
と
土
壌
等
に
お
け
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
福
島
県
内
の

3
か
所
で
、
森
林
内
の
土
壌
や

落
葉
層
、
葉
、
幹
な
ど
の
部
位

別
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
と

蓄
積
量
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
同
じ
調
査
地
で
も
、

樹
種
に
よ
り
部
位
別
の
濃
度
が

異
な
る
こ
と
等
が
判
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
ギ
雄
花
に
含
ま

れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度

を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
定
条
件
下
で
ス
ギ
の
花
粉
を

吸
入
し
た
場
合
の
内
部
被
ば
く

線
量
を
試
算
す
る
と
、
最
高
で
毎
時

０
・
０
０
０
１
９
２
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
効
率
的
・
効
果
的

な
除
染
に
向
け
、
森
林
を
対
象
と
す

る
汚
染
状
況
の
把
握
や
除
染
技
術
の

開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
方

公
共
団
体
等
か
ら
汚
染
土
壌
等
の
仮

置
場
と
し
て
国
有
林
野
を
使
用
し
た

い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
無

償
貸
付
に
よ
り
積
極
的
に
協
力
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
8
月
に
、
原
子
力
損
害

賠
償
紛
争
審
査
会
が「
原
子
力
損
害
の

範
囲
の
判
定
等
に
関
す
る
中
間
指
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
同
指
針
で
は
、

福
島
県
等
産
の
林
産
物
は「
風
評
被

害
」も
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
福
島
県
森
林

組
合
連
合
会
等
が
損
害
賠
償
を
請
求

し
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
は
、
復

興
用
木
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
の

た
め
、
地
域
の
基
幹
産
業
と
し
て
の
森

林
・
林
業
の
再
生
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

林
野
庁
で
は
、
今
後
も
全
国
で
の

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
取
組

に
よ
り
、
復
興
に
必
要
な
木
材
を
全

④
課
題

　

今
後
、
森
林
・
林
業
分

野
が
原
子
力
災
害
か
ら
の

復
興
を
図
る
た
め
に
は
、

以
下
の
課
題
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
周
辺
の
森

林
に
お
け
る
放
射
性
物

質
汚
染
状
況
の
把
握

・
森
林
に
お
け
る
放
射
性

物
質
の
動
態
に
関
す
る

知
見
の
収
集

・
放
射
能
汚
染
か
ら
の
林

業
労
働
者
の
安
全
確
保

・
木
材
・
特
用
林
産
物
へ

の
影
響
の
把
握
と
安
全

確
保
に
向
け
た
対
応

・
効
率
的
・
効
果
的
な
除

染
技
術
等
の
開
発

・
円
滑
な
損
害
の
賠
償

・
長
期
的
な
取
組
の
継
続

福島第一
原子力
発電所
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空間線量率

単位：μSv/h

測定期間
(平成23年9月16日～11月9日)

19.　0 ～
9.　5 ～ 19.　0
3.　8 ～ 9.　5
1.　9 ～ 3.　8
1.　0 ～ 1.　9
0.　5 ～ 1.　0
0.　2 ～ 0.　5
0.　1 ～ 0.　2

 ～ 0.　1

（地上1m）
森林の空間線量率の測定結果

（地上1m）

福島県の森林における空間線量率の分布

資料：農林水産省プレスリリース（平成23（2011）年12月27日付け、
　　　平成24（2012）年3月1日付け）

　平成23年度森林・林業白書では、こ
こで紹介した「トピックス」と第Ⅰ章のほ
か、第Ⅱ章以下の各章では、地球温暖
化と森林、多様で健全な森林の整備・保
全、林業・山村の活性化、林産物需給と
木材産業、「国民の森林」としての国有
林野の管理経営について、事例を交え
ながら紹介しています。読みやすさを
考えて工夫を凝らした構成としています
ので、ぜひ、ご一読ください。

しいたけ原木供給における福島県の位置付け
（平成22（2010）年）

資料：林野庁「平成22年特用林産基礎資料」

自県内調達

うち福島県産
2.1万㎥

福島県産
計4.8万㎥

他県から調達 計

53.2万㎥48.1万㎥（90%）

5.1万㎥
（10%）

（他県から調達の
52%）

うち福島県から調達
2.7万㎥

国
か
ら
安
定
供
給
す
る
体
制
を
構
築

し
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
に

お
け
る
先
進
的
な
取
組
を
全
国
の
先

導
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
活
か
し
な
が

ら
、
我
が
国
全
体
の
森
林
・
林
業
の

再
生
を
更
に
推
進
し
ま
す
。

5
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と

森
林
・
林
業
の
再
生

林野 2012.59


